	平家物語（敦盛の最期）


	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎおん),祇園)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょうじゃ),精舎)の鐘の声、諸行無常の響きあり。
	祇園精舎の鐘の音には、諸行無常の響きがある。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さら),沙羅)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そうじゅ),双樹)の花の色、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょうしゃ),盛者)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひっすい),必衰)のことわりを eq \o(\s\up 11(あらわす),あらはす)。
	沙羅双樹の花の色は、盛者必衰の道理を表している。

	おごれる人も久しからず、ただ春の夜の夢のごとし。
	おごりたかぶっている人も長くは続かない、（それは）まるで春の夜の夢のようだ。

	たけき者も eq \o(\s\up 11(つい),つひ)には滅びぬ、 eq \o(\s\up 11(ひとえに),ひとへに)風の前のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちり),塵)に同じ。
	力の強い者もいつかは滅びてしまう、（それは）全く風の前の塵と同じだ。

	いくさやぶれにければ、熊谷次郎直実、「平家の公達、助け舟に乗らんとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みぎわ),汀)の方へぞ落ち eq \o(\s\up 11(たもう),たまふ)らん。
	（平家方が）いくさに敗れたので、（源氏方の）熊谷次郎直実は、「平家の貴族の子女たちは助け船に乗ろうとして、海岸の方へ逃げて行かれるところだろう。

	あっぱれ eq \o(\s\up 11(よかろう),よからう)大将軍に組まばや。」
	ああ、立派な大将軍に組み打ちしたい。

	とて、磯の方へ歩まするところに、練貫に鶴ぬうたる直垂に、萌黄 eq \o(\s\up 11(におい),にほひ)の鎧着て、鍬形うつたる甲の緒しめ、
	と思って、磯の方へ（馬を）進めているところに、練貫に鶴のししゅうをした直垂に、萌黄色のぼかしの鎧を着て、鍬の形を付けた甲の緒をしめて、

	黄金づくりの太刀をはき、切斑の矢 eq \o(\s\up 11(おい),負ひ)、滋藤の弓持つて、連餞葦毛なる馬に金覆輪の鞍置いて乗つたる武者一騎、
	黄金で作った太刀を腰につけ、切斑の矢を背負い、滋藤の弓を持って、連餞葦毛である馬に金覆輪の鞍を置いて乗っている武者が一騎

	沖なる舟に目をかけて、海へざつとうち入れ、五六段ばかり泳がせたるを、熊谷、
	沖にある舟を目指して、海へざっと（馬を）うち入れ、五六段ばかり泳がせているのを、熊谷が、

	「あれは大将軍とこそ見 eq \o(\s\up 11(まいらせ),まゐらせ)候へ。 eq \o(\s\up 11(まさのう),まさなう)も敵に後ろを見せさせ eq \o(\s\up 11(たもう),たまふ)ものかな。
	あなた様は大将軍とお見受け申します。ひきょうにも敵に後ろをお見せになることよ。

	 eq \o(\s\up 11(かえさせ),かへさせ)

 eq \o(\s\up 11(たまえ),たまへ)。」
	お引き返しなさい。

	と、扇をあげて招きければ、招かれて、 eq \o(\s\up 11(とって),とつて)

 eq \o(\s\up 11(かえす),かへす)。
	と、扇をあげて差し招くと、招かれて（その武者は）引き返す。

	汀にうち上がらんとするところに、おし並べてむずと組んでどうど落ち、 eq \o(\s\up 11(とって),とつて)

 eq \o(\s\up 11(おさえて),おさへて)首をかかんと甲をおし eq \o(\s\up 11(おう),あふ)のけて見ければ、年十六七ばかりなるが、うす化粧して、かねぐろなり。
	海岸に上がろうとするところに、（熊谷は馬を）並べてむずと組んでどしんと落ち、押さえつけて首を取ろうと甲をあおむけにして（顔を）見ると、年が十六七ぐらいの（若武者）が、うす化粧をして、歯を黒く染めている。

	わが子の小次郎が eq \o(\s\up 11(よわい),よはひ)ほどにて、容顔まことに美麗なりければ、 eq \o(\s\up 11(いずく),いづく)に刀を立つべしともおぼえず。
	わが子の小次郎の年くらいで、顔立ちがほんとうに美麗だったので、どこに刀を突き刺したらよいかわからない。

	「そもそもいかなる人にてましまし eq \o(\s\up 11(そうろう),候ふ)ぞ。
	「いったいどういう身分のおかたでいらっしゃいますか。

	名のらせ eq \o(\s\up 11(たまえ),たまへ)、助け eq \o(\s\up 11(まいら),まゐら)せん。」と申せば、
	お名乗りください。お助け申しましょう。」と申し上げると、

	「 eq \o(\s\up 11(なんじ),なんぢ)はたそ。」と問ひたまふ。
	「そなたは誰か。」とお尋ねになる。

	「物、そのもので eq \o(\s\up 11(そうらわ),候は)ねども、武蔵の国の住人、熊谷次郎直実。」と名のり申す。
	「名のるほどの者ではありませんが、武蔵の国に住む熊谷次郎直実です。」と名のり申し上げる。

	「さては、 eq \o(\s\up 11(なんじ),なんぢ)に eq \o(\s\up 11(おうて),あうて)は、名のるまじいぞ。
	「では、あなたに向かっては、名のるまいぞ。

	なんじがためにはよい敵ぞ。
	あなたにとっては良い敵である。

	名のらずとも首を eq \o(\s\up 11(とって),とつて)人に eq \o(\s\up 11(とえ),問へ)。
	名のらなくても（私の）首を取って人に聞きなさい。

	 eq \o(\s\up 11(みしろう),見知らう)ずるぞ。」とぞ eq \o(\s\up 11(のたまい),のたまひ)ける。
	（顔を）見知っているであろうぞ。」とおっしゃった。

	熊谷、「あっぱれ大将軍や。
	熊谷が、「ああ、なんて立派な大将軍であることよ。

	この人一人討ちたてまつたりとも、負くべきいくさに勝つべき eq \o(\s\up 11(よう),やう)もなし。
	この人ひとりをお討ち申したとしても、負けるはずのいくさに勝つわけでもない。

	また討ちたてまつらずとも、勝つべきいくさに負くることもよもあらじ。
	また、お討ち申さなくとも、勝つはずのいくさに負けることもまさかないだろう。

	小次郎が薄手負うたるをだに、直実は心 eq \o(\s\up 13(ぐるしゅう),苦しう)こそ

 eq \o(\s\up 11(おもう),思ふ)に、この殿の父、討たれぬと聞いて、いかばかりか嘆き eq \o(\s\up 11(たまわ),たまは)んずらん。
	小次郎が薄い傷を負ったのでさえ直実はつらく思うのに、この殿の父は討たれたと聞いて、どれほどお嘆きになることだろう。

	 eq \o(\s\up 11(あわれ),あはれ)助けたてまつらばや。」と eq \o(\s\up 11(おもい),思ひ)て、後ろを eq \o(\s\up 11(きっと),きつと)見ければ、土肥、梶原五十騎ばかりでつづいたり。
	ああお助けしたいものだ。」と思って、後ろをさっとみると、土肥、梶原五十騎ほどが続いていた。

	熊谷、涙をおさえて申しけるは、
	熊谷が涙をおさえて申したことには、

	「助け eq \o(\s\up 11(まいら),まゐら)せんとは存じ eq \o(\s\up 11(そうらえ),候へ)ども、見方の軍兵、雲霞のごとく eq \o(\s\up 11(そうろう),候ふ)。
	「お助け申そうとは存じますが、見方の軍勢がたくさん集まってきています。

	よものがれさせ eq \o(\s\up 11(たまわ),たまは)じ。
	とうていお逃げになれないでしょう。

	人手にかけ eq \o(\s\up 11(まいら),まゐら)せんより、同じくは、直実が手にかけ eq \o(\s\up 11(まいら),まゐら)せて、後の御孝養をこそつかまつり eq \o(\s\up 11(そうらわ),候は)め。」と申しければ、
「ただとくとく首をとれ。」とぞ eq \o(\s\up 11(のたまい),のたまひ)ける。
	他人の手におかけ申すよりも、同じことなら、直実が手におかけ申して死後の御供養をしてさしあげましょう。」と申したので、

「ただ早く早く首をとれ。」とおっしゃった。

	熊谷、あまりに eq \o(\s\up 11(いとおし),いとほし)くて、 eq \o(\s\up 11(いずく),いづく)に刀を立つべしともおぼえず、目もくれ心も消えはてて、前後不覚におぼえけれども、さてしもあるべきことならねば、泣く泣く首をぞかいてんげる。
	熊谷はあまりにもかわいそうで、どこに刀を突き刺したらいいかわからず、目もくらみ人心地もなくなってしまって、前後不覚に思われたが、そうしてばかりもいられないことなので、泣く泣く首を切ってしまった。

	「 eq \o(\s\up 11(あわれ),あはれ)、弓矢とる身ほど口惜しかりけるものはなし。
	ああ、武士である自分ほど残念なものはない。

	武芸の家に生まれずは、何とてかかるうきめをばみるべき。
	武士の家に生まれていなかったら、どうしてこのようなつらい目にあうことがあろうか。

	なさけ eq \o(\s\up 11(のう),なう)も討ちたてまつるものかな。」
	心なくもお討ち申したこどだなあ。

	とかきくどき、袖を顔におしあてて、さめざめとぞ泣き eq \o(\s\up 11(いたる),ゐたる)。
	と、くどくどぐちを言い、袖を顔に押しあてて、さめざめと泣いていた。

	やや eq \o(\s\up 11(ひさしゅう),久しう)あつて、さてもあるべきならねば、鎧直垂をとつて、首をつつまんとしけるに、錦の袋に入れたる笛をぞ、腰にさされたる。
	やや長い時間がたって、そうしてばかりもいられないので、鎧直垂をとって、首を包もうとしたところ、錦の袋に入っている笛を腰にお差しになっていた。

	「あな eq \o(\s\up 11(いとおし),いとほし)、この暁、城の内にて管絃し eq \o(\s\up 11(たまい),たまひ)つるは、この人々にて eq \o(\s\up 11(おわし),おはし)けり。
	「ああかわいそうに、今日の未明に、城の内で音楽をなさっていたのはこの人でいらっしゃったのだなぁ。

	当時味方に、東国の勢何万騎かあるらめども、いくさの陣へ笛持つ人はよもあらじ。
	今、味方に東国の軍勢が何万騎かあるだろうが、いくさの陣へ笛をもっていく人はまさかいないだろう。

	上ろうは、なほもやさしかりけり。」とて、
	身分の高い人はやはり優雅であるなぁ。」と思って

	九郎御曹司の見参に入れたりければ、これを見る人、涙を流さずと eq \o(\s\up 11(いう),いふ)ことなし。
	九郎御曹司に（首とともに）笛を見せたところ、これを見た人で涙を流さない人はいなかった。

	後に聞けば、修理大夫経盛の子息に大夫敦盛とて、生年十七にぞなられける。
	後に聞いた話だが、修理大夫経盛の子息に大夫敦盛といって、年が十七になっていらっしゃった。

	それよりしてこそ熊谷が発心の eq \o(\s\up 11(おもい),おもひ)はすすみけれ。
	そのときから熊谷の出家の思いがますます強くなっていった。


	□祇園精舎…お釈迦様のために建てた寺

□諸行無常…すべてのものは変化するという仏教の考え

□沙羅双樹…二本向かい合っている沙羅の木

□盛者必衰…盛んな者は必ず衰える

□ことわり　　　（　道理　　　　　　　　）

□おごれる人　　（　いい気になっている人）

□～のごとし　　（　～のようだ　　　　　）

□久し　　　　　（　長く続く　　　　　　）

□たけき者　　　（　力の強い者　　　　　）

□汀　　　　　　（　海岸　　　　　　　　）

□[未然形]＋ん　（　～しよう　　　　　　）

□あふのけて　　（　あおむけにする　　　）

□～ばかり　　　（　～くらい　　　　　　）

□かねぐろ　　　（　歯を黒く染めている　）
	□よわひ　　　　（　年齢　　　　　　）

□～ければ　　　（　～だったので　　）

□いづくに　　　（　どこに　　　　　）

□～べし　　　　（　～するのがよい　）

□おぼえず　　　（　わからない　　　　）

□そもそも　　　（　いったい　　　　　）

□いかなる　　　（　どういう　　　　　）

□～ましまし候ふ（　～でいらっしゃる　）

□～たまへ　　　（　～なさって下さい　）

□～まゐる　　　（　～申し上げる　　　）

□なんぢ　　　　（　あなた　　　　　　）

□たそ　　　　　（　誰　　　　　　　　）

□物そのもの　　（　名乗るほどの者　　）

□～候ふ　　　　（　～です・～ます　　）

	□あうては　　　（　向かっては　　　　　）

□見知ろうずる　（　見知っているであろう）

□のたまふ　　　（　おっしゃる　　　　　）　

□～ける　　　　（　～した　　　　　　　）

□あっぱれ　　　（　ああ　　　　　　　　）

□～たてまつる　（　～もうしあげる　　　）

□よもあらじ　　（　まさかないだろう　　）

□～だに　　　　（　～さえ　　　　　　　）

□心苦しう　　　（　つらい　　　　　　　）

□[連用形]＋ぬ　（　～した　　　　　　　）

□いかばかり　　（　どれほど　　　　　　）

□たまはんずらん（　～なさることだろう　）

□～ばや　　　　（　～したい　　　　　　）

□雲霞のごとく　（　たくさん　　　　　　）
	□～じ　　　　　　（　～できないでしょう　）

□同じくは　　　　（　同じことなら　　　　）

□つかまつり候はめ（　してさしあげましょう）

□とく　　　　　　（　早く　　　　　　　　）

□いとほし　　　　（　かわいそう　　　　　）

□目もくれ　　　　（　目もくらみ　　　　　）

□おぼゆ　　　　　（　思える　　　　　　　）

□さしてもあるべきことならねば

　　　　（そうしてばかりもいられないことなので）

□かいてんげる　　（　切ってしまった　　　）

□口惜しかりける　（　残念だ　　　　　　　）

□何とて　　　　　（　どうして　　　　　　）

□かかる　　　　　（　このような　　　　　）

□憂きめ　　　　　（　つらいめ　　　　　　）


